
第 ３３ 期　決　算　公　告

2024年5月30日

千葉県市川市千鳥町14番4

株式会社サンドテクノ

代表取締役　小田徹也

（単位　千円）

科　　　　目 金　　　額 科　　　　目 金　　　額

流　動　資　産 2,956,508 流　動　負　債 864,278

429,116 5,368

32,452 787,002

6,248 13,381

848,825 16,200

16,462 32,325

18,156 9,700

3,783 300

1,600,000

1,462

864,278

固　定　資　産 456,636

445,853

10,738 2,548,866

75,641 70,000

353,411 2,478,866

3,866 3,350

2,195 2,475,516

2,300

8,482

1,962

6,520 2,548,866

合　　　　計 3,413,145 合　　　　計 3,413,145

工 事 未 払 金

未 払 法 人 税

現 金 預 金

売 掛 金

仮 払 金

未 収 入 金

未 収 収 益

完 成 工 事 未 収 入 金

合材・土壌事業 未 払 金

材 料 貯 蔵 品

未 払 金

未 払 費 用

受 取 手 形

預 り 金

貸  借  対  照  表

2024年3月31日現在

株 式 会 社 サ ン ド テ ク ノ

（　資　産　の　部　） （　負　債　の　部　）

機 械 及 び 装 置

車 両 運 搬 具

繰 越 利 益 剰 余 金

資 本 金

利 益 準 備 金

利 益 剰 余 金

有 形 固 定 資 産 （  純 資 産 の 部  ）

　株 主 資 本 

関 係 会 社 預 け 金

賞 与 引 当 金

負 債 合 計

投 資 そ の 他 資 産

敷 金

建 物

構 築 物

純 資 産 合 計

工 具 器 具 ・ 備 品

無 形 固 定 資 産

繰 延 税 金 資 産



個別注記表

１．重要な会計方針に係る事項

（１）棚卸資産の評価基準及び評価方法

材料貯蔵品　　 原価法（最終仕入原価法）によっている。

（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切り下げの方法により算定）

（２）固定資産の減価償却の方法

有形固定資産　　 定率法。但し、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）なら

びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物は定額法を採用して

いる。なお、耐用年数及び残存価額については、法人税法の定めと同一の基準に

よっている。

無形固定資産　　 定額法。

なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における見込利用可能期間（５

年）に基づく定額法を採用している。

（３）引当金の計上基準

賞与引当金 従業員に対して支給する賞与の支出に備えるため、当事業年度末における支給見

込額に基づき計上している。

（４）収益及び費用の計上基準 当社の主たる事業であるリサイクル事業は、顧客との受入契約に基づいて建設汚

泥等を引き受ける義務を負っている。当該履行義務は、建設汚泥等を受け入れる

一時点において、顧客が便益を享受すると判断し、受入時点で収益を認識してい

る。

また、商品又は製品の販売事業は、顧客との販売契約に基づいて商品又は製品を

引き渡す義務を負っている。当該履行義務は、顧客との販売契約に基づいて商品

又は製品を引き渡す一時点において、顧客が当該商品又は製品に対する支配を獲

得して充足されると判断し、引渡時点で収益を認識している。

 ２．当期純損益金額 当期純利益 80,738千円

(注)　記載金額は千円未満を切り捨てて表示している。


